
霧ヶ峰の湿原の環境保全に関する要望 

 

霧ヶ峰自然環境保全協議会 

 

１ 目 的 

  霧ヶ峰の湿原の保存と管理を適切かつ計画的に実施するため、関係市町に協力を 

 お願いする。 

 

２ 日 時  平成２３年１０月下旬 

 

３ 要望先 

（１） 諏訪市   市長、教育長、市議会議長 

（２） 下諏訪町  町長、教育長 

 

４ 要望内容  裏面要望書（案）のとおり 

 

５ 昨年度の状況 

（１） 日 時  平成２２年１２月２０日（月） 

（２） 場 所  諏訪市役所及び下諏訪町役場 

（３） 要望先 

  ア 諏訪市  山田市長、細野教育長、小林市議会議長 

  イ 下諏訪町 青木町長、小沢教育長 

（４） 要望出席者 

  ア 諏訪市   土田座長 

上桑原牧野組合 小松組合長 

下桑原牧野組合 宮坂組合長 

小和田牧野組合 藤森組合長 

霧ヶ峰湖東牧野 赤沼組合長 

八島湿原山小舎組合 田口組合長 

自然保護レンジャー世話人会 三村氏、高橋氏 

霧ヶ峰ガイド組合 竹内氏、手塚氏 

諏訪地方事務所環境課 長田課長、笠原担当係長 

  イ 下諏訪町  土田座長 

小和田牧野組合 藤森組合長 

諏訪地方事務所環境課 長田課長 

資料 ２ 



平成 23 年 10 月 日 

 

           様 

 

霧ヶ峰自然環境保全協議会 

座 長  土田 勝義 

 

霧ヶ峰の湿原の環境保全に関する要望（案） 

 

平素、当協議会に対し、深いご理解とご協力をいただき心から感謝申し上げます。 

霧ヶ峰は、全国的にも希少な生態系と特異な景観を有する諏訪地域の重要な観光

資源です。その自然と素晴らしい景観は、全国から訪れる多くの人々を魅了して来

ました。 

特に、八島ヶ原、踊場、車山の３つの湿原は、本州最南端の高層湿原であり学術

的にも貴重な希少植物が多く、国の天然記念物に指定されています。 

しかし、現在、湿原では、乾燥化をはじめ、周辺からの土砂流入、樹木の繁殖、

周縁部での外来植物の繁殖、ニホンジカによる被害といった湿原環境の危機的変化

が進み、湿原環境保全対策が急務となっています。 

当協議会では、ニホンジカによる踏み荒らしや被食から八島ヶ原湿原の植生を守

るため、昨年度から湿原の周囲を囲むシカ柵の設置に着手し本年度完成しました。 

今後は、関係市町をはじめ協議会構成団体が協力して早急に具体的な保全対策に

取り組んで行くことが必要です。 

つきましては、下記のとおり要望いたしますので、格別のご高配を賜りますよう

お願いします。 

 

記 

 

１ 霧ヶ峰の湿原の貴重な自然環境を次の世代に手渡すため、湿原環境保全対策の

適切な実施 

 

２ 霧ヶ峰におけるニホンジカの被害防除のため、捕獲による個体数調整など積極

的な対策の実施 

 


